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九
月
三
日
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、
明
照
会
館
会

議
室
に
お
い
て
、
第
一
回
国
際
委
員
会
が
開
催
さ
れ

た
。
森
和
久
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
新
た
に
国
際
委

員
に
選
任
さ
れ
た
宮
浦
一
郎
師
（
真
宗
大
谷
派
）
へ

委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ
、
松
濤
弘
道
委
員
長
が
座
長
と

な
り
、
協
議
・
報
告
が
行
わ
れ
た
。

協
議
事
項

一
、
第
二
十
二
回
Ｗ
Ｆ
Ｂ
（
世
界
仏
教
徒
連
盟
）
仏

教
徒
会
議
マ
レ
ー
シ
ア
大
会
に
つ
い
て

六
月
に
行
わ
れ
た
執
行
委
員
会
の
報
告
を
渡
邊

宗
徹
国
際
文
化
部
長
が
行
っ
た
。
大
会
テ
ー
マ
は
、

「
智
慧
と
慈
悲
」、
会
議
参
加
者
に
つ
い
て
は
、

正
副
委
員
長
と
事
務
局
で
、
調
整
を
行
う
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
れ
に
併
せ
て
、
大
会
参
加
を
含
む
ツ

ア
ー
が
企
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

二
、
バ
チ
カ
ン
と
の
交
流
・
協
力
に
つ
い
て

�
バ
チ
カ
ン
諸
宗
教
協
力
会
議
に
出
席
し
た
松
濤

委
員
長
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。（
全
仏
誌
「
四

八
一
」
号
掲
載
）

�
医
療
司
牧
評
議
会
国
際
大
会
講
師
派
遣
に
つ
い

てテ
ー
マ
は
、「
宗
教
の
観
点
か
ら
、
医
療
へ
の

取
り
組
み
」、
世
界
の
各
宗
教
か
ら
の
講
師
が

参
画
し
、
十
一
月
に
ロ
ー
マ
教
皇
庁
に
て
開
催

さ
れ
る
。
仏
教
界
と
し
て
本
会
は
、
講
師
に
田

中
雅
博
真
言
宗
豊
山
派
西
明
寺
住
職
・
普
門
院

診
療
所
院
長
を
推
薦
し
た
。

�
第
三
回
仏
教
徒
・
キ
リ
ス
ト
教
徒
対
話
に
つ
い

てテ
ー
マ
は
、「
仏
教
に
お
け
る
サ
ン
ガ
、
キ
リ

ス
ト
教
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」、
約
二
十

名
が
参
加
し
て
、
九
月
末
に
東
京
で
開
催
さ
れ

る
。
本
会
か
ら
は
、
一
島
正
真
副
委
員
長
が
出

席
予
定
。

�
今
後
の
仏
教
界
主
導
の
運
動
喚
起
に
つ
い
て

ロ
ー
マ
教
皇
庁
主
導
の
運
動
に
協
力
す
る
だ
け

で
な
く
、
日
本
仏
教
界
主
導
の
運
動
の
必
要
性

が
討
議
さ
れ
、
仏
教
者
・
宗
教
者
が
取
り
組
む

べ
き
テ
ー
マ
と
し
て
、
環
境
問
題
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
議
題
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

三
、
英
文
に
よ
る
日
本
仏
教
紹
介
本
に
つ
い
て

日
本
仏
教
を
総
括
し
て
説
明
し
た
本
が
な
い
た
め
、

二
十
四
年
前
に
本
会
が
刊
行
し
た
「U

nderstand-
ing

Japanese
B
uddhism

」
を
改
訂
す
る
こ

と
に
な
り
、
今
後
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

四
、
そ
の
他

�
国
際
委
員
会
の
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

今
後
益
々
重
要
と
な
る
宗
教
対
話
や
国
際
間
の
連

係
に
継
続
し
て
対
応
出
来
る
体
制
が
必
要
で
あ
り
、

委
員
の
拡
充
と
サ
ポ
ー
ト
体
制
に
つ
い
て
、
今
後
検

討
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

報
告
事
項

引
き
続
き
以
下
の
報
告
が
行
わ
れ
、
一
部
対
応
に

つ
い
て
も
検
討
さ
れ
た
。

�
ス
リ
ラ
ン
カ
四
法
王
共
同
記
者
会
見
の
報
告
と

現
況
に
つ
い
て

�
マ
ヤ
堂
修
復
事
業
の
現
況
に
つ
い
て

�
国
際
仏
教
興
隆
協
会
護
持
委
員
拡
充
依
頼
に
つ

い
て

�
仏
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
力
に
つ
い
て

�
ハ
ワ
イ
国
際
仏
教
協
会
初
転
法
輪
祭
に
つ
い
て

�
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
の
仏
教
僧
侶
迫
害
問
題
に

つ
い
て

国

際

委

員

会

テ

ー

マ

公
益
法
人
見
直
し
の
中
で

い
ま
、
お
寺
の
在
り
方
を
考
え
る

…
現
代
の
寺
院
と
僧
侶
は
何
を
す
べ
き
か
…

日

時

十
月
三
日
（
木
）
午
後
二
時
〜
四
時
半

場

所

本
願
寺
築
地
別
院
「
講
堂
」

東
京
都
中
央
区
築
地
三
―
十
五
―
一

営
団
地
下
鉄
日
比
谷
線
築
地
下
車

対

象

加
盟
団
体
関
係
者
（
入
場
無
料
）

問
い
合
わ
せ
・
申
込

全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局
社
会
部

電

話

〇
三
（
三
四
三
七
）
九
二
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三
（
三
四
三
七
）
三
二
六
〇

全
日
本
仏
教
会

教
化
セ
ミ
ナ
ー
ご
案
内

全 仏

－２－

２００２年１０月１日
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八
月
十
四
日
、
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
で
、
第
三

十
七
回
戦
争
犠
牲
者
慰
霊
並
び
に
平
和
祈
願
式
典
が
、

新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
・
新
日
本
宗
教
青
年
会
主

催
で
開
催
さ
れ
た
。
本
会
か
ら
櫻
井
英
幸
総
務
部
長

が
出
席
し
た
。

式
典
は
、
午
後
六
時
よ
り
行
わ
れ
、
主
催
者
を
代

表
し
深
田
充
啓
新
宗
連
理
事
長
が
挨
拶
を
し
た
。
挨

拶
の
な
か
で
、
福
田
官
房
長
官
の
「
追
悼
・
平
和
祈

念
の
た
め
の
記
念
施
設
の
在
り
方
を
考
え
る
懇
談

会
」
が
、
新
た
な
追
悼
施
設
の
設
置
、
建
設
を
議
論

し
て
い
る
こ
と
に
ふ
れ
、
今
こ
そ
、
誰
も
が
わ
だ
か

ま
り
な
く
追
悼
供
養
す
る
こ
と
の
出
来
る
、
こ
の
千

鳥
ヶ
淵
墓
苑
を
よ
り
荘
厳
な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と

が
、
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
ら
れ

た
。続

い
て
、
献
灯
、
折
り
鶴
の
奉
納
、
各
教
団
に
よ

る
礼
拝
が
行
わ
れ
、「
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
発
表

さ
れ
た
。

次
に
、
参
列
者
全
員
で
黙
祷
に
よ
る
平
和
の
祈
り

を
捧
げ
、
来
賓
の
参
拝
が
行
な
わ
れ
た
。

本
会
で
は
、
信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会
で
、

仏
教
者
と
し
て
の
戦
没
者
追
悼
に
関
し
て
、
継
続
的

に
議
論
を
続
け
て
い
る
。

九
月
四
日
、
愛
知
県
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
で
宗
教

法
人
実
務
研
修
会
が
、
文
化
庁
主
催
で
開
催
さ
れ
た
。

本
会
か
ら
日
宗
連
幹
事
と
し
て
櫻
井
英
幸
総
務
部
長

が
出
席
し
た
。

約
四
百
人
の
宗
教
法
人
実
務
担
当
者
が
参
加
し
、

文
化
庁
宗
務
課
、
名
古
屋
国
税
局
、
名
古
屋
法
務
局

の
各
担
当
者
よ
り
、
宗
教
法
人
の
管
理
運
営
・
登
記

・
税
務
に
つ
い
て
、
説
明
さ
れ
た
。

宗
教
法
人
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
諸
問
題
が
起
き

て
い
る
昨
今
、
政
府
で
は
、
公
益
法
人
の
見
直
し
も

検
討
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
、
各
宗
教
法

人
の
管
理
・
責
任
者
に
、
厳
正
か
つ
適
切
な
対
処
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
今
研
修
会
で
強
調
さ
れ

た
。

第
三
十
七
回
戦
争
犠
牲
者
慰
霊

並
び
に
平
和
祈
願
式
典

宗
教
法
人
実
務
研
修
会

長
谷
川
正
浩
弁
護
士
に
よ
る
、
無
料
法
律
相
談

室
を
毎
月
第
二
・
第
四
木
曜
日
に
開
催
し
て
お
り

ま
す
。

相
談
内
容
は
、
寺
院
運
営
を
め
ぐ
る
諸
問
題
、

税
務
、
一
般
民
事
等
ご
自
由
で
す
。
相
談
を
ご
希

望
さ
れ
る
方
は
、
本
会
事
務
総
局
（
〇
三
―
三
四

三
七
―
九
二
七
五
）
へ
、
事
前
予
約
の
上
お
い
で

下
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�

日

時

十
一
月
八
日（
金
）

午
後
一
時
〜
四
時
ま
で

会

場

真
宗
大
谷
派
真
宗
本
廟
視
聴
覚
ホ
ー
ル

京
都
市
下
京
区
烏
丸
通
七
条
上
る
常

葉
七
五
四

京
都
駅
烏
丸
口
よ
り
徒
歩
十
分

内

容

一
、
講
演
「
日
本
文
化
の
源
流
を
さ
ぐ

る
」

〜
日
本
民
族
は
ど
こ
か
ら
来
た
か
〜

講
師

沖
浦

和
光
氏

（
桃
山
大
学

文
学
部
名
誉
教
授
）

二
、
ビ
デ
オ
「
寝
た
子
を
起
こ
す
な

〜
そ
の
差
別
を
答
う
〜
」

解
説

深
澤

信
善
師

（
同
和
委
員
会
副
委
員
長
）

参

加

料

千
円

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局
同
和
推
進
部

電

話

〇
三（
三
四
三
七
）九
二
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三（
三
四
三
七
）三
二
六
〇

全
日
本
仏
教
会

同
和
研
修
会
ご
案
内

２００２年１０月１日

－３－

全 仏
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（
問
）
檀
家
の
一
人
が
、
寺
の
境
内
地
の
端
に

あ
る
土
地
を
貸
し
て
ほ
し
い
と
云
っ
て
き
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、「
お
金
に
困
っ
て
い
る
の
で

権
利
金
は
、
通
常
の
二
割
位
し
か
払
え
な
い
。

し
か
し
、
将
来
返
還
す
る
と
き
も
、
そ
の
時
の

借
地
権
価
格
の
二
割
を
返
還
し
て
も
ら
え
れ
ば

よ
い
か
ら
…
」
と
云
っ
て
い
ま
す
。
私
と
し
て

は
、
困
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
貸
し
て
あ
げ
た
い

と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
ど
う
い
っ
た
こ
と

に
気
を
付
け
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

＊

＊

＊

（
答
）
権
利
金
と
い
う
の
は
、
建
物
所
有
の
目

的
で
土
地
を
賃
貸
し
た
り
、
地
上
権
を
設
定
し

た
り
す
る
と
き
に
、
借
地
人
か
ら
地
主
に
支
払

わ
れ
る
金
銭
で
、
借
地
権
設
定
の
対
価
で
す
。

い
わ
ば
、
借
地
権
の
売
買
代
金
と
い
っ
て
も
よ

い
で
し
ょ
う
。
こ
の
権
利
金
は
、
本
来
地
代
の

前
払
い
的
な
性
格
を
も
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

こ
れ
が
現
在
で
は
、
借
地
権
設
定
の
対
価
に
そ

の
性
質
が
変
化
し
ま
し
た
。
借
地
借
家
法
に
よ

っ
て
、
長
い
間
借
地
人
の
利
益
が
守
ら
れ
て
き

ま
し
た
か
ら
、
こ
の
借
地
人
の
利
益
が
借
地
権

の
経
済
的
価
値
に
反
映
し
て
、
借
地
権
は
更
地

価
格
の
六
割
か
ら
七
割
位
の
価
格
で
取
引
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
更
地
価
格

の
六
割
か
ら
七
割
に
及
ぶ
借
地
権
価
格
を
借
地

人
が
取
得
す
る
の
で
す
か
ら
、
新
た
に
借
地
権

を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
地
主
が
そ
の
借
地
権

価
格
に
相
当
す
る
金
銭
を
受
領
す
る
こ
と
が
経

済
的
合
理
性
に
沿
う
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
き

た
の
で
す
。
こ
の
借
地
権
価
格
に
相
当
す
る
金

銭
が
、
権
利
金
と
い
う
も
の
で
す
。
依
っ
て
、

こ
れ
は
地
代
の
前
払
い
と
は
異
り
ま
す

と
こ
ろ
で
、
借
地
権
価
格
は
、
権
利
金
の
授

受
が
な
い
場
合
で
も
発
生
し
ま
す
。
戦
後
の
住

宅
難
で
、
権
利
金
を
一
銭
も
も
ら
っ
て
い
な
い

の
に
、
借
地
人
か
ら
貸
地
を
返
し
て
も
ら
う
と

き
に
は
、
今
ま
で
も
ら
っ
た
地
代
の
総
額
の
何

倍
も
の
立
退
料
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い

わ
れ
、
憤
慨
し
て
い
る
地
主
が
お
ら
れ
ま
す
。

お
気
持
ち
は
も
っ
と
も
な
こ
と
で
す
が
、
借
地

借
家
法
は
地
主
の
犠
牲
に
お
い
て
借
地
人
を
保

護
し
て
き
た
と
い
う
歴
史
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

権
利
金
の
有
無
に
拘
ら
ず
借
地
権
価
格
は
発
生

し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
借
地
権
価

格
は
、
借
地
人
と
地
主
の
意
思
に
か
か
わ
り
な

く
客
観
的
に
決
ま
っ
て
き
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
更

地
価
格
が
地
主
の
意
思
と
無
関
係
に
決
ま
る
の

と
同
じ
で
す
。（
も
っ
と
も
需
要
と
供
給
の
関

係
で
決
ま
る
と
い
う
意
味
で
売
主
と
し
て
の
地

主
の
意
思
が
反
映
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
）。

そ
こ
で
、
ご
質
問
の
趣
旨
に
戻
り
ま
す
。「
権

利
金
が
通
常
の
二
割
位
し
か
払
え
な
い
」
と
い

う
こ
と
の
意
味
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
通
常
、

借
地
権
価
格
は
更
地
価
額
の
六
割
か
ら
七
割
で

す
。
今
、
六
割
と
仮
定
し
ま
す
と
権
利
金
は
更

地
価
格
の
六
割
に
相
当
す
る
金
額
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
坪
五
〇
万
円
の
土
地
で
す
と
坪

三
〇
万
円
の
権
利
金
が
通
常
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
檀
家
さ
ん
は
こ
の
二
割
し

か
払
え
な
い
。
即
ち
坪
六
万
円
し
か
払
え
な
い

と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
坪
六
万

円
の
安
い
権
利
金
に
ま
け
て
あ
げ
た
と
し
て
も
、

借
地
人
の
借
地
権
価
格
は
坪
三
〇
万
円
と
な
っ

て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
檀
家
さ
ん
は
、
地
主
で
あ
る
お

寺
へ
土
地
を
返
え
す
と
き
は
借
地
権
価
格
の
二

割
を
も
ら
え
ば
よ
い
と
、
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
物
価
の
変
動
が
な
け
れ
ば
、
借
地

権
が
坪
三
〇
万
円
で
あ
っ
て
も
権
利
金
と
同
じ

坪
六
万
円
返
し
て
も
ら
え
ば
よ
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

そ
こ
で
、
問
題
は
右
の
約
束
を
は
っ
き
り
さ

せ
て
お
く
た
め
に
契
約
書
の
中
に
「
本
件
土
地

の
借
地
権
価
格
は
、
当
該
土
地
が
問
題
と
な
る

時
点
に
お
け
る
客
観
的
な
借
地
権
価
格
の
二
割

と
す
る
」
と
い
う
規
定
を
設
け
た
場
合
、
こ
の

規
定
が
法
律
上
有
効
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

借
地
借
家
法
は
、
一
定
の
場
合
「
借
地
権
者

に
不
利
な
特
約
は
無
効
と
す
る
」
旨
の
規
定
を

置
い
て
い
ま
す
（
同
法
一
六
条
、
二
一
条
）。

右
の
一
定
の
場
合
と
は
、
�
借
地
権
の
対
抗
力

等
�
建
物
買
取
請
求
権
�
借
地
条
件
の
変
更
及

び
増
改
築
の
許
可
�
契
約
更
新
後
の
建
物
の
再

築
の
許
可
�
譲
渡
・
転
貸
の
許
可
、
で
す
。

右
の
う
ち
�
の
建
物
の
買
取
価
格
を
決
め
る

と
き
に
は
、
借
地
権
価
格
も
考
慮
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
�
の
譲
渡
転
貸
の
許
可

を
借
地
人
が
請
求
し
て
き
た
と
き
は
、
地
主
の

先
買
権
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
（
同
法
一

九
条
三
項
、
全
仏
誌
第
四
七
八
号
七
頁
参
照
）

こ
れ
ら
の
価
格
が
客
観
的
な
価
格
の
二
割
と
す

る
規
定
は
、
借
地
人
に
不
利
な
も
の
と
し
て
無

効
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
貸
地
を
返
し
て
も
ら
う
と
き
に
借
地

人
は
、
借
地
権
価
格
相
当
額
を
主
張
せ
ず
、
そ

の
二
割
で
よ
い
と
い
う
規
定
は
、
右
の
強
行
法

規
違
反
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
二

〇
年
・
三
〇
年
先
を
見
込
し
て
こ
の
よ
う
な
特

約
を
す
る
こ
と
は
、
合
理
性
が
疑
わ
れ
ま
す
。

借
地
権
価
格
は
、
個
々
の
借
地
関
係
に
対
応
し

て
慣
行
的
に
発
生
す
る
も
の
で
、
今
後
も
変
動

が
予
想
さ
れ
る
か
ら
で
す
。
従
っ
て
こ
の
よ
う

な
規
定
が
二
〇
年
・
三
〇
年
後
に
有
効
と
判
断

さ
れ
る
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。

従
い
ま
し
て
借
地
権
価
格
の
二
割
の
権
利
金

し
か
も
ら
わ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
あ
と
の
八

割
を
放
棄
す
る
の
だ
と
い
う
前
提
を
承
知
の
う

え
で
、
貸
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、

免
除
し
た
八
割
に
つ
い
て
収
入
と
さ
れ
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
で
な
く
て
も
地
代
を
固

定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
の
三
倍
以
上
に
設
定

し
た
と
き
は
、
権
利
金
に
も
法
人
税
が
課
税
さ

れ
ま
す
。
更
地
価
格
の
五
割
以
上
の
権
利
金
な

ら
ば
、
固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
の
三
倍
を

越
え
る
地
代
を
も
ら
っ
て
い
て
も
法
人
税
は
か

か
り
ま
せ
ん
。

以
上
の
こ
と
を
ご
承
知
の
う
え
で
、
お
寺
と

し
て
の
態
度
を
決
め
ら
れ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�

借
地
権
割
合
を
あ
ら
か
じ
め

決
め
て
お
く
こ
と
は
で
き
る
か

本
会
顧
問
弁
護
士

長
谷
川

正
浩

２００２年１０月１日

－５－
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第
二
十
二
回
Ｗ
Ｆ
Ｂ
世
界
仏
教
徒
会
議
が
、
本
年

十
二
月
九
日
よ
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ク
ア
ラ
ル
ン
プ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
Ｗ
Ｆ
Ｂ
（
世
界
仏
教
徒
連

盟
）
と
は
、
世
界
各
国
百
四
十
地
域
セ
ン
タ
ー
が
加

盟
し
世
界
の
仏
教
徒
と
の
交
流
親
善
を
は
か
り
、
世

界
平
和
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

本
会
で
は
、
こ
の
大
会
の
記
念
ツ
ア
ー
に
参
加
さ

れ
る
方
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
参
加
者
は
、
大
谷
光

真
会
長
と
共
に
、
世
界
各
国
代
表
団
が
一
同
に
集
う

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
に
参
加
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
は
、
日
本
人
墓
地

に
て
追
悼
法
會
を
営
み
、
ペ
ナ
ン
島
に
て
仏
教
寺
院

参
拝
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
の
要
領
に
て
実
施
い
た
し

ま
す
の
で
、
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
参
加
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

記

主

催

財
団
法
人

全
日
本
仏
教
会

旅
行
日
時

十
二
月
八
日（
日
）〜
十
三
日（
金
）

五
泊
六
日

成
田
発

場

所

マ
レ
ー
シ
ア

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
・
ペ
ナ
ン
島

参
加
費
用

一
六
八
、
〇
〇
〇
円

マ
レ
ー
シ
ア
航
空
利
用

定

員

五
十
名

最
少
催
行
人
数
三
十
名

締
め
切
り

十
一
月
七
日（
木
）

利
用
旅
行
社

�
Ｊ
Ｔ
Ｂ
団
体
旅
行

東
京
中
央
支
店

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ

財
団
法
人

全
日
本
仏
教
会担

当

小
島
・
江
口

〒
一
〇
五－

〇
〇
一
一

東
京
都
港
区
芝
公
園
四－

七－

四

明
照
会
館
内

電

話

〇
三（
三
四
三
七
）九
二
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三（
三
四
三
七
）三
二
六
〇

尚
、
日
程
等
・
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
日
本

仏
教
会

小
島
・
江
口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

詳
し
い
資
料
・
申
込
み
用
紙
を
ご
送
付
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

第２２回 ＷＦＢ世界仏教徒会議
マレーシア大会記念ツアー
参加者募集

ペナン島 寝釈迦仏

ペナン島 寝釈迦仏寺院

全 仏

－６－

２００２年１０月１日



※
参
加
費
用
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
は
、
航
空
運
賃

・
宿
泊
費
（
二
人
部
屋
）、
食
事
代
が
含
ま
れ
て
お

り
ま
す
。
な
お
、
旅
券
申
請
に
関
す
る
費
用
、
ご
自

宅
か
ら
成
田
空
港
ま
で
の
交
通
費
は
含
ま
れ
て
お
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、
一
人
部
屋
ご
利
用
（
四
三
、
〇
〇
〇
円
）、

ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
ご
利
用
（
九
三
、
〇
〇
〇
円
）
は
、

別
途
お
受
け
致
し
ま
す
。

※
参
加
者
の
皆
様
に
は
、
公
式
代
表
団
と
し
て
、
本

会
よ
り
「
委
嘱
状
」
を
交
付
致
し
ま
す
。

ペ
ナ
ン
島
ご
利
用
ホ
テ
ル

ゴ
ー
ル
デ
ン
・
サ
ン
ズ
か
ら
の
眺
望

第２２回ＷＦＢ世界仏教徒会議マレーシア大会６日間の旅

ご注意：発着時間、交通機関等は変更になることがございます。行程表上の航空機便名は全て予定です。
MH：マレーシア航空

食 事

昼：機内
夕： ○

朝： ○
昼： ○
夕： ○

朝： ○

昼： ○

夕： ○

朝： ○
昼： ○
夕： ○

朝： ○

昼： ○

夕： ○

朝： ○
昼：機内

スケジュール

成田空港内：結団式

着後：ホテルへ
＜セランゴール泊＞

昼食：懇親昼食会
日本人墓地で追悼法會

＜セランゴール泊＞

第２２回WFB世界仏教徒会議開会式
参加予定
（シャーアラム、グランドブ
ルーウェーブホテル）
ホテルより空港へ

着後：ホテルへ
＜ペナン泊＞

ペナン市内寺院参拝と観光
（寝釈迦仏寺院、コーンウォ
リス要塞、時計台、等）

＜ペナン泊＞

着後：クアラルンプール市内観光
（王宮、旧連邦事務局ビル等）
夕食：さよならパーティー

＜クアラルンプール泊＞

ホテルより空港へ

通関後、自由解散

交通機関

MH７１便
専用バス

専用バス

専用バス
MH１１４６便
専用バス

専用バス

専用バス
MH１１４３便
専用バス

専用バス
MH７０便

現地時間

１１：３０
１３：３０
２０：０５

午 後

午 前

１５：００
１５：４５

終 日

朝
１０：４５
１１：３５

午 前
１１：００
１８：３５

地 名

東京（成田）発
クアラルンプール着

セランゴール

セランゴール

クアラルンプール発
ペ ナ ン 着

ペ ナ ン

ペ ナ ン 発
クアラルンプール着

クアラルンプール発
東京（成田）着

月日（曜）

１２月８日�

１２月９日�

１２月１０日�

１２月１１日�

１２月１２日�

１２月１３日�

日次

１

２

３

４

５

６

２００２年１０月１日

－７－
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八
月
（
十
一
〜
三
十
一
日
）

十
四
日

戦
争
犠
牲
者
慰
霊
並
び
に
平
和
祈
念
式
典
参
列

十
五
日

全
国
戦
没
者
追
悼
式
参
列

二
十
一
〜
二
十
三
日

第
三
十
三
回
部
落
解
放
・
人
権

夏
期
講
座
出
席

二
十
二
日

法
律
相
談
室

二
十
七
日

局
内
会
議

九
月
（
一
〜
十
日
）

一
日

東
京
都
秋
期
慰
霊
法
要
参
列

三
日

国
際
委
員
会

日
宗
連
幹
事
・
理
事
会
出
席

三
・
四
日

同
宗
連
研
修
会
出
席

四
日

宗
教
法
人
実
務
研
修
会
出
席

九
日

局
内
会
議

十
日

日
本
宗
教
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
準
備
会
出
席

就

任

評

議

員

砂
原
圓
譲（
天
台
真
盛
宗
）

財
政
検
討
委
員
会

菅
野
斌
允（
曹
洞
宗
）

石
田
真
住（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

舘

寿
人（
真
宗
大
谷
派
）

袖
山
榮
眞（
浄
土
宗
）

中
條
令
紹（
日
蓮
宗
）

服
部
融
宣（
高
野
山
真
言
宗
）

瀬
古
眞
隆（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

工
藤
秀
和（
天
台
宗
）

芙
蓉
良
英（
真
言
宗
智
山
派
）

菅
野
秀
浩（
真
言
宗
豊
山
派
）

垣
内
善
勝（
東
京
都
仏
教
連
合
会
）

大
谷
義
博（
真
宗
仏
光
寺
派
）

仲
田
順
和（
真
言
宗
醍
醐
派
）

横
山
敏
明（
神
奈
川
県
仏
教
会
）

井
桁
雄
弘（
大
阪
府
仏
教
会
）

佐
藤
功
岳（
東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
）

退

任

評

議

員

別
所
法
山（
天
台
真
盛
宗
）

（
社
）部
落
解
放
・
人
権
研
究
所
で
は
、
職
場
や
地

域
で
の
人
権
研
修
や
学
習
活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
、

啓
発
・
学
習
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
権

専
門
図
書
館
と
し
て
約
八
万
点
を
所
蔵
す
る
図
書
資

料
室
「
り
ぶ
ら
」
が
あ
り
、
貸
し
出
し
や
閲
覧
が
で

き
ま
す
。
部
落
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
図

書
・
資
料
を
基
本
に
国
内
外
の
基
本
的
人
権
に
関
す

る
資
料
を
集
め
た
部
落
問
題
・
人
権
関
係
図
書
・
資

料
の
専
門
図
書
館
で
す
。
部
落
問
題
の
解
決
、
人
権

が
守
ら
れ
た
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な

資
料
を
収
集
し
て
い
ま
す
。

図
書
・
資
料
・
雑
誌
は
、
自
宅
や
職
場
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

（
社
）部
落
解
放
・
人
権
研
究
所
啓
発
・
学
習
相
談

大
阪
市
浪
速
区
久
保
吉
一
―
六
―
一
二

大
阪
人
権
セ
ン
タ
ー
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
六（
六
五
六
八
）一
三
〇
八

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
六（
六
五
六
八
）〇
七
一
四

Ｅ
メ
ー
ル

K
eihatsu@

blhrri.org

図
書
資
料
室
「
り
ぶ
ら
」

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
六（
六
五
六
八
）一
四
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